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 （研究の目的等）  
本研究は、これまでの特別研究費による調査と研究を基礎に、近代日本における民俗
学と中国の民衆宗教研究との関係を究明することを目的とする。  
（研究の実施方法等）  
（１）姉崎正治、井上円了の思想を手がかりとして、明治日本の宗教・迷信言説を考察す
る。（２）柳田国男、折口信夫の思想を中心に民俗学を考察すること。（３）以上の宗教学、
民俗学と戦前・戦時中日本の中国の民衆宗教研究との関係を中心に橘朴、吉岡義豊、
酒井忠夫、澤田瑞穂などの研究を考察する。  
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